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JICAについて



JICAのSDGsへの取組み



JICAのコベネフィット・アプローチと気候変動に強靭な開発への貢献

✓ 気候変動の緩和・適応を包括的に取組み、持続
可能な開発につなげる気候変動に強靭な開発
（CRD）の実施が不可欠と認識。

✓ JICAのアプローチは、気候変動対策と開発
（SDGｓへの貢献）を統合的に実施する「コ
ベネフィット・アプローチ」を採用し、相乗効
果を最大化しトレードオフを最小化することで、
持続可能な開発に資することを目指す。

✓ JICAの協力の基盤には人間の安全保障がある。
気候変動によってもたらされる様々な脅威は人
間の安全保障に対して大きな影響をもたらす。
気候変動に対処する人々の力を強化することで、
人間の安全保障というJICAの使命強化にもつ
ながる。
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Image of further details

気候変動とSDGsのシナジー・トレードオフを示したマトリックス
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新規の下水道運営管理強化プロジェクトにおいてシナジー・トレードオフの取り込み。
⚫ 下水処理施設の適切な管理を推進するための事業計画策定に協力。

⚫ 気候変動に強靭な下水処理システム整備を既存施設リハビリにより実施。

事例①:インドネシア・トレードオフの最小化とシナジー最大化の事例
（保健、温室効果ガスの削減）

中継ポンプ場下水道整備の対象地区の様子

↑下水処理施設



■Synergy■Synergy and Trade-offs
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シナジー

トレードオフ

不適切な下水料金の設定は、貧困層の負担が大きく、衛
生サービスへのアクセスを妨げる。

⇒相互補助金や資金調達メカニズムの改善、適切な料金
設定を考慮した、貧困層に配慮したシステムの策定。

海面上昇は汚泥乾燥場に海水が浸入すること
を悪化させ、汚泥処理を妨げ、メタンガスを
増加させる。

⇒リハビリ工事の計画と実施 

事業の形成時にマトリックスを用いて、相手国と議論。シナジー・トレードオフを
見える化した。トレードオフについては特に対策を検討。

インドネシア・トレードオフの最小化とシナジー最大化の事例（保健、温
室効果ガスの削減）
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事例②：気候変動対策の統合可能性の具体例：マプト市及びマトラ市
における包括的内水氾濫災害対策マスタープラン策定プロジェクト

案件概要
マプト市及びマトラ市における開発規制等を含む内水氾濫リスク削減に資するマスタープランを策定すること
により、両市における内水氾濫リスクの削減に寄与するもの。

ポイント

気候変動
の影響
（内水
氾濫の
原因）

⚫ 洪水はほぼ毎年発生しており、将来その頻度や
強度の増大が予測されている。

⚫ 急速な都市化、都市部の人口増加、無秩序な都
市開発により浸水対策が追い付かず、被害拡大
を助長（かつては点在する窪地を水溜めに、湿
地を氾濫原として扱えていたが、これら地域で
の開発が新しいリスクを作っている現状）

対策

⚫ 内水氾濫リスクの評価、MP策定、浸水リスク
の高い優先エリアの抽出。

⚫ 優先エリアでのプレF/S実施。

→本来、無秩序な開発の統制が前提となるもガバナンス
体制の状況により、容易ではない

居住区における長期的
な浸水の様子。2022
年以降浸水エリアが拡
大している。

自力で排水網を整備し
ているが、不連続部分
が多く、浸水が生じて
いる。
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新たな分野での取組み① 都市開発

Reviewing
●都市計画・開発・整備の関
連法制
●関連政策

従来の都市開発・整備マスタープラン

Planning／Designing
●都市の将来像
●合意形成
●サブ分野の優先度
●計画策定能力強化

Realizing
●正式な法定計画
●個別公共事業形成、優先度
（資金協力、技協）
●PPP・民間投資

●気候変動緩和貢献の可視化
●本邦技術／本邦企業の参画の可能性検討

●デジタルやデータ等新技術活用で進捗や成果の可視化
●住民参加・合意形成の容易化
●PDCA短サイクル化

●調査途中段階での優先事業（資金協力、技協）形成迅速化
●ファイナンス強化（税収基盤・開発利益還元・ボンド等）
●都市開発スキームによる用地取得迅速化の予備的検討

都市開発・整備マスタープラン （M/P） 2.0

気候変動への対応／膨大なインフラニーズに対する迅速な対応／DXの推進

Reviewing Planning／Designing Realizing

●政策判断材料の迅速な提案
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新たな分野での取組み② 農業・農村開発

出所 JICA農業・農村開発協力における気候変動対策の取組戦略

https://www.jica.go.jp/activities/issues/agricul/__icsFiles/afieldfile/2024/11/27/httpswww.go.jpactivitiesissuesagriculclimatechange_J.pdf


ご清聴ありがとうございました。
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